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21
日
、
赤
羽
会
館
で
赤
羽
駅
東

口
地
区
ま
ち
づ
く
り
全
体
協
議
会

幹
事
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

最
初
に
、
幹
事
会
と
公
募
住
民

に
分
け
て
行
わ
れ
た
、
ま
ち
づ
く

り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
結
果
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
幹
事
会
か
ら
３

案
、
公
募
住
民
か
ら
３
案
の
計
６

案
の
ま
ち
づ
く
り
イ
メ
ー
ジ
が
出

さ
れ
ま
し
た
が
、
う
ち
５
つ
は
赤

羽
小
と
赤
羽
公
園
を
現
在
の
場
所

に
存
置
す
る
案
、
１
つ
は
赤
羽
小

を
赤
羽
会
館
の
場
所
に
移
設
し
、

赤
羽
公
園
の
約
半
分
を
校
庭
に
使

う
と
い
う
案
で
す
。

協
議
会
で
は
今
後
、
こ
れ
ら
の

案
を
ふ
ま
え
て
「
ま
ち
づ
く
り
提

案
・
提
言
」
を
と
り
ま
と
め
て
い

く
と
し
て
い
ま
す
。

赤
羽
小
学
校
の 

移
転
に
含
み
残
す

次
に
事
務
局
か
ら
、「
提
案
・

提
言
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
一
例
と
し

て
示
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
中
で
は
、

「
具
体
的
な
土
地
利
用
に
あ
た
っ

て
は
、
赤
羽
小
学
校
が
そ
の
ま
ま

赤羽駅東口地区まちづくり全体協議会が幹事会ひらく

とりまとめに着手まちづくり
提案・提言

協議会で私は、オブザーバーとして発
言する機会を頂き、協議会の議論をオー
プンにするために、希望す
る一般区民に幹事会の傍
聴を可能にするよう要望し
ました。（のの山けん）

存
置
し
続
け
る
こ
と
が
望
ま
し
い

と
の
意
見
が
多
く
出
ま
し
た
」
と

の
記
述
が
あ
る
一
方
、「
も
し
も

教
育
環
境
へ
の
影
響
が
顕
著
で
あ

る
時
は
…
（
※
例
：
他
所
へ
の
移

転
も
選
択
肢
の
一
つ
で
あ
る
こ
と

を
記
述
す
る
）」
と
の
文
言
も
入

り
、
赤
羽
小
の
移
転
に
含
み
を
残

す
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

再
開
発
事
業
へ
の 

疑
問
の
声
も

議
論
の
中
で
は
、「
再
開
発
と

い
う
と
耳
に
優
し
く
聞
こ
え
る

が
、
赤
羽
駅
西
口
再
開
発
は
本
当

に
や
っ
て
良
か
っ
た
の
か
」、「
西

口
は
再
開
発
す
る
前
の
方
が
に
ぎ

わ
っ
て
い
た
。
弁
天
通
り
の
先
は

き
れ
い
に
枯
れ
た
。
一
歩
間
違
え

ば
、
ま
ち
が
死
ん
で
し
ま
う
」
な

ど
、
超
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
を
誘
致

す
る
再
開
発
事
業
に
疑
問
を
呈
す

る
発
言
も
相
次
ぎ
ま
し
た
。

な
お
、
年
度
内
に
予
定
し
て
い

た
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
は
、
４
月

以
降
に
開
催
を
先
送
り
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。（
の
の
山
け
ん
）

まちづくりワークショップでのイメージの具体化（幹事会資料より）

幹事会の傍聴を可能に



区議会第1回定例会 宇都宮章区議の代表質問より

まちづくりは住民合意で

岸田政権は、敵基地攻撃能力の保有、5 年間で 43 兆円もの
軍事費増額など大軍拡をねらい、その財源を国民への大増税で
賄おうとしています。その危険な中身をわかりやすく知らせる「し
んぶん赤旗」号外のリーフレットを配布しながら、街頭から「ストッ
プ！ 大軍拡・大増税」と訴えています。（のの山けん）

22 日に開会した北区議会第 1 回定例会で、宇都宮章区議が日本共産党北区
議員団を代表して本会議質問に立ちました。その中から、赤羽駅東口周辺のまち
づくりに関する質問と区長の答弁（要旨）を紹介します。（のの山けん）

Q.  計画されているまちづくり懇談会は、
住民誰もが参加でき、再開発計画の

是非も含め自由な意見を言えるものとし、1 回
だけでなく今後複数回の開催を計画すること。

A.  より多くの住民の参加が得られるよ
う協議会が準備を進めており、区と

しては、まちづくりへの住民参画を進める立
場から、今後の開催を働きかけていきたい。

Q.  区として「第二地区」「第三地区」の
再開発準備組合に、計画が本決まり

になる前に商店街や学校関係者等に向けた住
民説明会を早期に開くよう要請すること。

A.  両地区とも、現時点で具体的な計画
案の作成には至っていない。今後、

計画案の検討が進んだ際には、自主的な住民
説明会の開催を両準備組合に求めていく。

Q.  赤羽駅東口地区まちづくり全体協議
会幹事会を住民に開かれたものにす

るために、一般住民のオブザーバー参加を認
めるよう協議会に働きかけること。

A.  一般の方々の協議会幹事会へのオブ
ザーバー参加については、（議会に

おいて）要望があった旨、（事務局である区と
して）協議会に伝えていく。

Q.  赤羽小学校の移転や赤羽公園の存廃
など周辺公共施設の再配置計画につ

いては、住民の間での十分な議論と合意がな
いまま、一方的に計画化しないこと。

A.  区として「赤羽駅東口周辺地区まち
づくり基本計画」の策定に着手し、

有識者や関係団体等からなる検討会の設置、
パブコメ、地域の意見をふまえ取りまとめる。

まちづくり懇談会

協議会幹事会の公開

再開発事業説明会

公共施設の再配置

ストップ！ 大軍拡・大増税


